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繋がる袋井あやぐも学園～袋井中学校～ 
袋井中学校の３年生は、総合的な学習の時間で「地域貢献」の

ために、食・教育・環境などの興味がある分野を調べました。生徒

たちは、「商店街の活性化のために」「学童保育の充実のために」

「袋井市の環境保全のために」などのテーマを設定して調査活動

に取り組みました。調べたことは、ﾛｲﾛﾉｰﾄや実物投影機などを活

用して１・２年生に向けて発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域のために何ができるのかを考えることは、「生き方」の教科

外カリキュラムが示す、「働く喜び」を知り「住みよいまち」を創ること

に繋がっています。 

かわいい後輩が真剣に話を聞

いてくれてうれしかったです。 

反応しながら聞いてくれた

ので話しやすかったです。 

緊張しまし

た。調べてい

くとたくさんの

発見がありま

した。 

自分が小さい頃にお世話になった学童保育を調べてみて、「確かにそうだな」

と思うことがたくさんありました。 

袋井市の食の魅力について、た

くさんの発見がありました。 


